
課程 募集定員 240人

192 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 800 点

：

：

＜ 合　計＞ 935 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１３０％の範囲に含まれる者（６２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を１．０倍にする

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、学力検査で
は、特に国語、数学、英語を重視します。

国語、数学、英語、社会、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、英語

社会、理科

得点を２．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「質実剛健、学問尊重、自主自律」を校訓に、「高い志のもと、文武両道に努め、主体的に自己実現を目指す」ことによって、
現代社会や地域のリーダーとなる人材を育成しています。
　多くの生徒が勉強にも部活動にも全力で取り組んでおり、学校行事の運営も生徒が中心になっておこないます。総合的な探究の時間で
は、現代社会や地域の課題をテーマに探究活動を行い、自分の興味関心を深めます。これらの活動により、３年間で、課題に向き合い解決
する能力を養い、自分に合った進路を見つけることができます。

〇求める生徒像
　次の１～５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校への入学を強く希望し、将来の夢の実現に向けて、意欲的に学習活動に取り組む生徒
　２　基本的生活習慣を身に付け、積極的に他者とコミュニケーションを図り、互いに高め合う意欲のある生徒
　３　校内活動（生徒会活動、委員会活動、学校行事等）や校外活動（社会活動、ボランティア活動、留学等）で多くの経験を積み、
  　広い視野と主体性をもっている生徒
　４　校内外の活動で、リーダーシップを発揮して活動した実績をもち、今後も活躍が期待できる生徒
　５　文化的・体育的活動等で顕著な成績を残し、入学後も継続して活躍が期待できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県古川高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 240人

108 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

27 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

※募集定員には、併設型中学校（古川黎明中学校）からの入学予定者105名を含む。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２７人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（４０人）を対象として行う。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２及び４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学
習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、100年を超える伝統校です。平成17年度より、県内初の公立併設型中高一貫校となり、卒業生は30,000名を超え、さまざまな方
面で輝かしい活躍をしています。平成24年度から文部科学省よりスーパーサイエンスハイスクールの指定を受け、先進的な理数系教育を行
う一方、すべての学習の中で探究力、創造力を培う取組を行っています。さらに、生徒一人一人の将来の夢の実現に向け、多様な選択科
目、進路実現のための論文・面接指導などきめ細かい支援が充実しています。古川黎明は、熱い志をもった仲間たちと、充実した高校生活
を送り、自分の夢を実現することができる学校です。

○求める人物像
　探究心をもち、仲間と協力し合い、さまざまなことに意欲的に挑戦・活躍したい、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　将来、社会に貢献するという明確な意思をもち、進路を見据えて学習に取り組む生徒
　２　学習、部活動、生徒会活動等において、目標に向かって取り組んだ生徒
　３　学校生活を豊かなものにするために、互いの立場を理解して、認め合い、仲間と共に協力し合う生徒
　４　探究心をもち、校内外での活動に積極的に取り組んだ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県古川黎明高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

56 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 225 点

：

　３　  面接 50 点

＜ 合　計＞ 500 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県岩出山高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　岩出山高校は、自ら努力し（志）、思いやりがあり（和）、自分らしく進む（道）生徒の育成を目指す学校です。授業は少人数や習熟度
展開で個別の支援を充実させ、生徒と教員が共に学んでいます。総合的な探究の時間や行事では、「地域に学び、地域に育ち、地域を担
う」を合い言葉に、大崎市や企業、地域のまつりと連携した体験や探究、小学校・中学校との交流を行っています。部活動や生徒会活動も
盛んで、スポーツや文化的活動、ボランティア活動など、生徒の得意な分野で活動しています。学校生活や行事についての提案や企画も生
徒自身が行い、数多く実現されています。生徒一人ひとりが安心して、充実した生活を送れる学校です。

〇求める生徒像
　入学後も目的意識を持って学校生活を送り、授業・部活動・学校行事に主体的に取り組む、次の１～４に当てはまる生徒を求めます。
　１　入学後も進路実現に向けて目標を持ち、何事にも意欲的に参加する生徒
　２　日々の授業を大切にし、積極的に学習に取り組む生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いており、集団の和を大切に学校生活を送る生徒
　４　部活動、生徒会、ボランティア活動などの文化的・体育的活動に主体的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 4 6

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は４：６とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３及び４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学
習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　中学校での活動状況等
　４　観点
　　　(1)態度　　１０点
　　　(2)表現力　４０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科７５点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 120人

72 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県中新田高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は令和５年度に創立５０周年を迎え、地域で活躍する人材を育てる学校として、地域から期待をされています。その期待に応えるた
め、学習・部活動・学校行事・探究活動等を通して、成長していくよう生徒達は頑張っています。
　様々な進路に対応できるよう、３つの類型（文理医療・商業実務・教養総合）にリニューアルし、進路に繋がるような魅力的な学びを取
り入れています。地元の人達や企業の協力を得て、地域を活性化するためのキャリア教育にも取り組んでいます。

〇求める生徒像
　本校は、「自然・仲間・労働」を愛し、「地域社会の発展に貢献しようと考える人材」の育成を目指しています。そのために、学習・部
活動・学校行事・地域貢献活動に取り組む意欲のあるバランスのとれた、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
  １　学習に意欲的で、目標をもって粘り強く学習する生徒
  ２　周りと協力しながら課題を解決しようとする生徒
　３　基本的生活習慣が身に付いており、社会的なルールを守ろうとする生徒
  ４　中学校において、「学級活動」「生徒会活動」「学校行事」「部活動」「地域貢献活動」のいずれかで積極的に活動した生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３及び４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学
習に努力して取り組んだ生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（５７人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　求める生徒像について
　４　観点
　　(1)関心・意欲　 ３５点
　　(2)表現力　　　 ２０点
　　(3)判断力　　　 ２０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

85



課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県松山高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、小さな学校の利点を生かし、「学」・「創」・「共」を標語に生徒のきめ細かな学習指導、個々の能力を伸ばす指導を行い、社
会に通用する魅力的な人間づくりに励んでいます。「意欲・創造・規律・連帯」を校訓に、生徒一人ひとりの能力・適性・興味・関心を大
切にし、「わかりやすい授業」を展開しています。また、さまざまな行事を通して豊かな心を育み、楽しく充実した学校生活を展開してい
ます。普通科では習熟度による少人数学習や豊富な選択科目で学力や進路希望に応じた教育を行います。

〇求める生徒像
　基礎的・基本的な知識・技能の習得に努め、校内外の活動へ積極的に参加して人間性を深めようとする次の１に加えて２～６のいずれか
にあてはまる生徒を求めます。
　１　本校への入学を強く希望し、入学後の目標が明確で意欲的に取り組む生徒
　２　生活態度がまじめで、挨拶、身だしなみ、清掃、身の回りの整理整頓など基本的生活習慣が身に付いている生徒
　３　集団のマナーを守り、他者を尊重しながら、より良い学校生活を送る意欲の強い生徒
　４　将来の進路に対して明確な目的意識をもち、学習意欲が旺盛で努力を惜しまない生徒
　５　中学校で授業や特別活動、部活動等に真面目に取り組んでおり、入学後も健全な学校生活を送れる生徒
　６　校内外の活動を通じて他者と積極的な関わり合いの中で、共に学び、助け合って生きる社会性を育もうとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)意欲
　　(2)態度
　　(3)表現力等

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１に当てはまる生徒を重視します。また、学力検査および面接の内容を特
に重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（１８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース なし
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点、調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)意欲
　　(2)態度
　　(3)表現力等

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１に当てはまる生徒を重視します。また、学力検査および面接の内容を特
に重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、小さな学校の利点を生かし、「学」・「創」・「共」を標語に生徒のきめ細かな学習指導、個々の能力を伸ばす指導を行い、社
会に通用する魅力的な人間づくりに励んでいます。「意欲・創造・規律・連帯」を校訓に、生徒一人ひとりの能力・適性・興味・関心を大
切にし、「わかりやすい授業」を展開しています。また、さまざまな行事を通して豊かな心を育み、楽しく充実した学校生活を展開してい
ます。家政科では２年生から「被服」「保育」「調理」の３つのコースに分かれ、高度な専門性を有した教育を行います。

〇求める生徒像
　基礎的・基本的な知識・技能の習得に努め、校内外の活動へ積極的に参加して人間性を深めようとする次の１に加えて２～６のいずれか
にあてはまる生徒を求めます。
　１　本校への入学を強く希望し、入学後の目標が明確で意欲的に取り組む生徒
　２　生活態度がまじめで、挨拶、身だしなみ、清掃、身の回りの整理整頓など基本的生活習慣が身に付いている生徒
　３　集団のマナーを守り、他者を尊重しながら、より良い学校生活を送る意欲の強い生徒
　４　将来の進路に対して明確な目的意識をもち、学習意欲が旺盛で努力を惜しまない生徒
　５　中学校で授業や特別活動、部活動等に真面目に取り組んでおり、入学後も健全な学校生活を送れる生徒
　６　校内外の活動を通じて他者と積極的な関わり合いの中で、共に学び、助け合って生きる社会性を育もうとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

家政科学校名 宮城県松山高等学校 全日制
学科

（コース・部）
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 75 点
＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業機械科、生活技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への抱負
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)関心・意欲　２０点
　　(2)態度　　　　１５点
　　(3)表現力　　　２０点
　　(4)判断力　　　２０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、本州第１位の広大な敷地面積を誇り、豊かな自然に囲まれて、稲作・果樹・野菜・草花・畜産などを学ぶ各種農場、自動車工
学や機械工作を学ぶ施設、保育・被服・調理施設等を活かした、より実践的な学習ができます。また、寮があり、集団生活を通して基本的
生活習慣、自主性や協調性を育むことができます。主体的に生き抜く力、人と関わる力を育成し、次の世代を担う人材に必要となる基礎的
な力を着実に育てることに努めています。

〇求める生徒像
　農業科では、次の１～４のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　農業を少しでもやってみたい生徒
　２　農業を学び自分を成長させたい生徒
　３　実技、実験、実習などの学習に意欲的に取り組むことができる生徒
　４　学級活動、生徒会活動、学校行事、部活動で主体的に活動できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

農業科学校名 宮城県加美農業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

88



課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 75 点
＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

農業機械科学校名 宮城県加美農業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、本州第１位の広大な敷地面積を誇り、豊かな自然に囲まれて、稲作・果樹・野菜・草花・畜産などを学ぶ各種農場、自動車工
学や機械工作を学ぶ施設、保育・被服・調理施設等を活かした、より実践的な学習ができます。また、寮があり、集団生活を通して基本的
生活習慣、自主性や協調性を育むことができます。主体的に生き抜く力、人と関わる力を育成し、次の世代を担う人材に必要となる基礎的
な力を着実に育てることに努めています。

〇求める生徒像
　農業機械科では、次の１～４のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　農業機械、自動車工学、機械工作などに興味・関心がある生徒
　２　将来の農業について考え、地域への貢献を目指す生徒
　３　実技、実験、実習などの学習に意欲的に取り組むことができる生徒
　４　学級活動、生徒会活動、学校行事、部活動で主体的に活動できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への抱負
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)関心・意欲　２０点
　　(2)態度　　　　１５点
　　(3)表現力　　　２０点
　　(4)判断力　　　２０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科、生活技術科

学校
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 75 点
＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科、農業機械科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への抱負
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)関心・意欲　２０点
　　(2)態度　　　　１５点
　　(3)表現力　　　２０点
　　(4)判断力　　　２０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、本州第１位の広大な敷地面積を誇り、豊かな自然に囲まれて、稲作・果樹・野菜・草花・畜産などを学ぶ各種農場、自動車工
学や機械工作を学ぶ施設、保育・被服・調理施設等を活かした、より実践的な学習ができます。また、寮があり、集団生活を通して基本的
生活習慣、自主性や協調性を育むことができます。主体的に生き抜く力、人と関わる力を育成し、次の世代を担う人材に必要となる基礎的
な力を着実に育てることに努めています。

〇求める生徒像
　生活技術科では、次の１～４のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　農業生産及び生産物の加工や食物、家庭生活における保育、福祉、被服に興味・関心がある生徒
　２　日常生活における地域や社会の課題を自分のこととしてとらえ、地域への貢献を目指す生徒
　３　実技、実験、実習などの学習に意欲的に取り組むことができる生徒
　４　学級活動、生徒会活動、学校行事、部活動で主体的に活動できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

生活技術科学校名 宮城県加美農業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

26 人 （募集定員の 65 ％ ）

：

14 人 （募集定員の 35 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

土木情報科学校名 宮城県古川工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、豊かな人間性と創造性を備えた心身ともに健康な人間を育み、伝統的な技術を継承し、新しい文化の創造を目指す工業技術者の
育成と、工業教育を通して地域や社会に貢献できる人材の育成に努めています。また、多様な進路希望をもった生徒の目標達成のために、
共通教科の授業では、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図ります。専門科目の授業では、各専門分野に関する基礎的・基本的な知識を
身に付け、確かな技術を習得できるよう、充実した設備を利用し、学科の特徴に応じた実習等に力を入れています。

〇求める生徒像
　次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする明確な理由をもち、自分の目標に向かって意欲的な学校生活を送ることができる生徒
　２　基本的な生活習慣と社会のルールを守ろうとする意識が身に付いており、豊かな人間性と創造性を磨くことができる生徒
　３　将来の夢と高い目標をもち、その達成に向け自分を高めるために継続的に努力する生徒
　４　土木に関する学習に興味・関心をもち、専門的な知識や技術の習得に積極的に取組む意欲がある生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動や資格取得において、優れた能力や顕著な実績がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記、「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に
努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 建築科、電気電子科、機械科、化学技術科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

26 人 （募集定員の 65 ％ ）

：

14 人 （募集定員の 35 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

建築科学校名 宮城県古川工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、豊かな人間性と創造性を備えた心身ともに健康な人間を育み、伝統的な技術を継承し、新しい文化の創造を目指す工業技術者の
育成と、工業教育を通して地域や社会に貢献できる人材の育成に努めています。また、多様な進路希望をもった生徒の目標達成のために、
共通教科の授業では、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図ります。専門科目の授業では、各専門分野に関する基礎的・基本的な知識を
身に付け、確かな技術を習得できるよう、充実した設備を利用し、学科の特徴に応じた実習等に力を入れています。

〇求める生徒像
　次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする明確な理由をもち、自分の目標に向かって意欲的な学校生活を送ることができる生徒
　２　基本的な生活習慣と社会のルールを守ろうとする意識が身に付いており、豊かな人間性と創造性を磨くことができる生徒
　３　将来の夢と高い目標をもち、その達成に向け自分を高めるために継続的に努力する生徒
　４　建築に関する学習に興味・関心をもち、専門的な知識や技術の習得に積極的に取組む意欲がある生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動や資格取得において、優れた能力や顕著な実績がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記、「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に
努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

土木情報科、電気電子科、機械科、化学技術科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

26 人 （募集定員の 65 ％ ）

：

14 人 （募集定員の 35 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 土木情報科、建築科、機械科、化学技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記、「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に
努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、豊かな人間性と創造性を備えた心身ともに健康な人間を育み、伝統的な技術を継承し、新しい文化の創造を目指す工業技術者の
育成と、工業教育を通して地域や社会に貢献できる人材の育成に努めています。また、多様な進路希望をもった生徒の目標達成のために、
共通教科の授業では、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図ります。専門科目の授業では、各専門分野に関する基礎的・基本的な知識を
身に付け、確かな技術を習得できるよう、充実した設備を利用し、学科の特徴に応じた実習等に力を入れています。

〇求める生徒像
　次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする明確な理由をもち、自分の目標に向かって意欲的な学校生活を送ることができる生徒
　２　基本的な生活習慣と社会のルールを守ろうとする意識が身に付いており、豊かな人間性と創造性を磨くことができる生徒
　３　将来の夢と高い目標をもち、その達成に向け自分を高めるために継続的に努力する生徒
　４　電気電子に関する学習に興味・関心をもち、専門的な知識や技術の習得に積極的に取組む意欲がある生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動や資格取得において、優れた能力や顕著な実績がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

電気電子科学校名 宮城県古川工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

52 人 （募集定員の 65 ％ ）

：

28 人 （募集定員の 35 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

機械科学校名 宮城県古川工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、豊かな人間性と創造性を備えた心身ともに健康な人間を育み、伝統的な技術を継承し、新しい文化の創造を目指す工業技術者の
育成と、工業教育を通して地域や社会に貢献できる人材の育成に努めています。また、多様な進路希望をもった生徒の目標達成のために、
共通教科の授業では、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図ります。専門科目の授業では、各専門分野に関する基礎的・基本的な知識を
身に付け、確かな技術を習得できるよう、充実した設備を利用し、学科の特徴に応じた実習等に力を入れています。

〇求める生徒像
　次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする明確な理由をもち、自分の目標に向かって意欲的な学校生活を送ることができる生徒
　２　基本的な生活習慣と社会のルールを守ろうとする意識が身に付いており、豊かな人間性と創造性を磨くことができる生徒
　３　将来の夢と高い目標をもち、その達成に向け自分を高めるために継続的に努力する生徒
　４　機械に関する学習に興味・関心をもち、専門的な知識や技術の習得に積極的に取組む意欲がある生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動や資格取得において、優れた能力や顕著な実績がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記、「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に
努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２８人の
　　２００％の範囲に含まれる者（５６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

土木情報科、建築科、電気電子科、化学技術科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

26 人 （募集定員の 65 ％ ）

：

14 人 （募集定員の 35 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

化学技術科学校名 宮城県古川工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、豊かな人間性と創造性を備えた心身ともに健康な人間を育み、伝統的な技術を継承し、新しい文化の創造を目指す工業技術者の
育成と、工業教育を通して地域や社会に貢献できる人材の育成に努めています。また、多様な進路希望をもった生徒の目標達成のために、
共通教科の授業では、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図ります。専門科目の授業では、各専門分野に関する基礎的・基本的な知識を
身に付け、確かな技術を習得できるよう、充実した設備を利用し、学科の特徴に応じた実習等に力を入れています。

〇求める生徒像
　次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする明確な理由をもち、自分の目標に向かって意欲的な学校生活を送ることができる生徒
　２　基本的な生活習慣と社会のルールを守ろうとする意識が身に付いており、豊かな人間性と創造性を磨くことができる生徒
　３　将来の夢と高い目標をもち、その達成に向け自分を高めるために継続的に努力する生徒
　４　化学に関する学習に興味・関心をもち、専門的な知識や技術の習得に積極的に取組む意欲がある生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動や資格取得において、優れた能力や顕著な実績がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記、「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に
努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 土木情報科、建築科、電気電子科、機械科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

56 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 870 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 670 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を２．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２４人の１５０％の範囲に含まれる者（３６人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　３０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)自分自身について
　　(3)中学校での活動状況
　　(4)高校で取り組みたいこと
    (5)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　３０点
　　(2)表現力等　　７０点

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
本校は、「学習と部活動に励み、マナーとキャリアを身に付け、地域とともに歩む」をキャッチフレーズとしています。授業では、基礎
的・基本的な知識や技能の習得に力を入れています。１年生の「数学」（学校設定科目）では中学校までの内容を復習します。また、朝学
習や放課後学習で中学校までの内容である国語・数学・英語を勉強します。商業科目や「総合的な探究の時間」では、大崎市や地元企業等
と連携した課題解決学習に取り組んでいます。さらに、商業科目の学習で資格の取得ができるカリキュラムになっており、進路選択の幅が
広がります。生徒会活動やボランティア活動も盛んで、多くの生徒が校外活動等に意欲的に取り組んでいます。

〇求める生徒像
　基本的な生活習慣が身に付いており、本校で学ぶ理由が明確で、自ら意欲的に学習や様々な活動に取り組む次の１～４のいずれかに当て
はまる生徒を求めます。
　１　商業に関する専門的な知識や技術を習得し、資格取得に積極的に取り組む生徒
　２　学習において基礎的な内容の理解に努め、地域や多様な他者と協働しながら探究活動に積極的に取り組むことができる生徒
　３　部活動やボランティア活動に興味・関心があり、入学後も意欲的に取り組む生徒
　４　地域社会の発展に貢献する意欲があり、進路実現に向けて努力を惜しまず何事にも真剣に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

商業科学校名 宮城県鹿島台商業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  面接 515 点
＜ 合　計＞ 1030 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 590 点

　Ⅱ　選抜方法

電気科学校名 宮城県古川工業高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、四年制の夜間に学ぶ定時制工業高校になります。勤労をいとわず、責任を重んずる態度を養い、社会に役立つ工業人を育成する
ことを目標としています。働きながら学べる学校として、地域社会の発展の一端を担う役割も果たしています。多様な学習歴や進路希望を
もった生徒の目標達成のため、共通科目の基礎基本の確実な定着を図り、工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させま
す。そして、様々な問題を自ら考え合理的にかつ道徳心をもって判断できる力を身に付けさせ、工業教育を通して地域や社会に貢献できる
人材を育成します。

○求める生徒像
　工業への興味を持ち、学校生活の中で、自らの目標に向かって取り組むことのできる、次の１～５の項目に当てはまる生徒を求めます。
　１　働きながら工業技術を学ぶことに、前向きに励む生徒
　２　社会人として自立していくための、基本的生活習慣と社会ルールを守ろうとする意識が身に付いている生徒
　３　中学校で自ら取り組んできた学習や活動を、入学後も継続する意欲のある生徒
　４　電気・電子・情報に対する興味・関心があり、自ら電気実習や実験の作業に安全かつ積極的に取り組む意欲がある生徒
　５　資格取得に積極的に挑戦するなど、将来は電気系の専門分野への就職を目指す生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機・学習意欲
　　(2)基本的生活習慣・
   　　中学校生活
　　(3)生活・行動
　　(4)興味関心
　　(5)その他
　４　観点
　　(1)態度　　 　 ８０点
　　(2)表現力等  ４３５点

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校生活
　　(3)入学後の生活
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４．０倍にする

国語、数学 各教科１００点満点

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース 機械科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  面接 515 点
＜ 合　計＞ 1030 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 590 点

　Ⅱ　選抜方法

機械科学校名 宮城県古川工業高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、四年制の夜間に学ぶ定時制工業高校になります。勤労をいとわず、責任を重んずる態度を養い、社会に役立つ工業人を育成する
ことを目標としています。働きながら学べる学校として、地域社会の発展の一端を担う役割も果たしています。多様な学習歴や進路希望を
もった生徒の目標達成のため、共通科目の基礎基本の確実な定着を図り、工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させま
す。そして、様々な問題を自ら考え合理的にかつ道徳心をもって判断できる力を身に付けさせ、工業教育を通して地域や社会に貢献できる
人材を育成します。

○求める生徒像
　工業への興味を持ち、学校生活の中で、自らの目標に向かって取り組むことのできる、次の１～５の項目に当てはまる生徒を求めます。
　１　働きながら工業技術を学ぶことに、前向きに励む生徒
　２　社会人として自立していくための、基本的生活習慣と社会ルールを守ろうとする意識が身に付いている生徒
　３　中学校で自ら取り組んできた学習や活動を、入学後も継続する意欲のある生徒
　４　機械の原理やしくみに対する興味・関心があり、自ら製作実習や実験の作業に安全かつ積極的に取り組む意欲がある生徒
　５　資格取得に積極的に挑戦するなど、将来は機械系の専門分野への就職を目指す生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機・学習意欲
　　(2)基本的生活習慣・
   　　中学校生活
　　(3)生活・行動
　　(4)興味関心
　　(5)その他
　４　観点
　　(1)態度　　 　 ８０点
　　(2)表現力等  ４３５点

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校生活
　　(3)入学後の生活
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４．０倍にする

国語、数学 各教科１００点満点

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース 電気科
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課程 募集人数 ５人程度

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 75 点
＜ 合　計＞ 965 点

　Ⅱ　選抜方法

学校情報はこちら

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　「求める生徒像」及び志願理
　　由書の内容について
　４　観点
　　(1)意欲　　　　３５点
　　(2)表現力　　　２０点
　　(3)判断力　　　２０点

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

全学年の評定を４. ０倍にする音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は令和５年度に創立５０周年を迎え、地域で活躍する人材を育てる学校として、地域から期待をされています。その期待に応え
るため、学習・部活動・学校行事・探究活動等を通して、成長していくよう生徒達は頑張っています。
　様々な進路に対応できるよう、３つの類型（文理医療・商業実務・教養総合）にリニューアルし、進路に繋がるような魅力的な学び
を取り入れています。地元の人達や企業の協力を得て、地域を活性化するためのキャリア教育にも取り組んでいます。

〇求める生徒像
  本校は、「自然・仲間・労働」を愛し、「地域社会の発展に貢献しうる実践力をもった人間」の育成を目指しています。そのため
に、学習・部活動・学校行事・地域貢献活動に取り組む意欲のあるバランスのとれた、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めま
す。
　１　加美町及びその周辺地域での学びに関心を持っており、学校生活における日々の諸活動に主体的に取り組もうとする生徒
  ２　学習意欲があり、目標をもって粘り強く学習する生徒
  ３　基本的生活習慣が身に付いており、社会的なルールを守ろうとする生徒
  ４　中学校において、「学級活動」「生徒会活動」「学校行事」「部活動」「地域貢献活動」のいずれかで積極的に活動し、入学後
　　　も意欲的に活動しようとする生徒

全　国　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文のうち

実施するもの
対象：志願者及び保護者が宮城県外に居住しており、志願者が入学期日までに宮城県内に居住する
　　　予定である者

普通科学校名 宮城県中新田高等学校 全日制
学科

（コース・部）
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